
改

正

後

改

正

前

（
交
付
金
の
額
）

（
交
付
金
の
額
）

第
六
条

法
第
七
条
第
二
項
の
交
付
金
は
地
域
住
宅

計
画
を
作
成
す
る
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
交
付
す

る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
式
に
よ

り
算
出
さ
れ
た
額
を
限
度
と
す
る
。

第
六
条

法
第
七
条
第
二
項
の
交
付
金
は
地
域
住
宅

計
画
を
作
成
す
る
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
交
付
す

る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
式
に
よ

り
算
出
さ
れ
た
額
を
限
度
と
す
る
。

｛（
N
1 ＋
N
2 ）×
C
h ＋

C
n ｝×

05
｛（
N
1 ＋
N
2 ）×
C
h ＋

C
n ｝×

05

こ
の
式
に
お
い
て
、
N1
、
N2
、
Ch
及
び
Cn

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と

す
る
。

こ
の
式
に
お
い
て
、
N1
、
N2
、
Ch
及
び
Cn

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
数
値
を
表
す
も
の
と

す
る
。

N1

地
域
住
宅
計
画
を
作
成
す
る
地
方

公
共
団
体
の
区
域
内
に
存
す
る
公
的

賃
貸
住
宅
等
（
法
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
公
的
賃
貸
住
宅
等
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
う
ち
、
計
画
期
間
終
了
の
日
ま
で

に
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
十
三

条
第
一
項
の
表
の
上
欄
各
項
に
定
め

る
住
宅
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
各

項
に
定
め
る
耐
用
年
限
の
二
分
の
一

を
経
過
し
て
い
る
住
宅
そ
の
他
の
住

宅
と
し
て
の
機
能
が
相
当
程
度
低
下

し
て
い
る
住
宅
と
し
て
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
も
の
の
戸
数

N1

地
域
住
宅
計
画
を
作
成
す
る
地
方

公
共
団
体
の
区
域
内
に
存
す
る
公
的

賃
貸
住
宅
等
（
法
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
公
的
賃
貸
住
宅
等
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
う
ち
、
計
画
期
間
終
了
の
日
ま
で

に
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
第
十
二

条
第
一
項
の
表
の
上
欄
各
項
に
定
め

る
住
宅
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
各

項
に
定
め
る
耐
用
年
限
の
二
分
の
一

を
経
過
し
て
い
る
住
宅
そ
の
他
の
住

宅
と
し
て
の
機
能
が
相
当
程
度
低
下

し
て
い
る
住
宅
と
し
て
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
も
の
の
戸
数

N2

地
域
住
宅
計
画
に
基
づ
き
地
方
公

共
団
体
が
新
た
に
整
備
す
る
住
宅

（
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
整
備
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
整
備

の
推
進
を
図
る
住
宅
を
含
む
。）の
戸

数

N2

地
域
住
宅
計
画
に
基
づ
き
地
方
公

共
団
体
が
新
た
に
整
備
す
る
住
宅

（
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
整
備
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
整
備

の
推
進
を
図
る
住
宅
を
含
む
。）の
戸

数

Ch

公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
に
要
す

る
一
戸
当
た
り
の
標
準
的
な
費
用
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額

Ch

公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
に
要
す

る
一
戸
当
た
り
の
標
準
的
な
費
用
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額









Cn

地
域
住
宅
計
画
に
基
づ
き
整
備
さ

れ
る
公
共
公
益
施
設
（
法
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
公
共
公
益
施
設
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）ご
と
に
、
当
該
公
共
公
益
施
設

の
規
模
及
び
単
位
規
模
当
た
り
の
標

準
的
な
整
備
費
を
基
礎
と
し
て
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り

算
出
し
た
当
該
公
共
公
益
施
設
の
整

備
に
要
す
る
標
準
的
な
費
用
の
額

Cn

地
域
住
宅
計
画
に
基
づ
き
整
備
さ

れ
る
公
共
公
益
施
設
（
法
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
公
共
公
益
施
設
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）ご
と
に
、
当
該
公
共
公
益
施
設

の
規
模
及
び
単
位
規
模
当
た
り
の
標

準
的
な
整
備
費
を
基
礎
と
し
て
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り

算
出
し
た
当
該
公
共
公
益
施
設
の
整

備
に
要
す
る
標
準
的
な
費
用
の
額

２

（
略
）

２

（
略
）









平成年月日 水曜日 第号官 報

（
地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改

正
）

第
二
条

地
域
に
お
け
る
多
様
な
需
要
に
応
じ
た
公
的
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平

成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
六
日
）か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
公
営
住
宅
法
施
行
規
則
第
八
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
、「
第
五
条
の
二
」
と
す
る
。


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